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研究成果の概要（和文）：　柔道の前回り受身の補助機能付上衣「初転君」を用いた指導は、前回り受身の際の圧力分
布パターンが、熟練型パターンに近づき滑らかな回転動作を習得することができた。さらに内省報告による理解のしや
すさからも、従来の柔道衣による指導よりも即時的効果が高まることが明らかとなった。このことから、「初転君」は
指導用教材として有効であることが検証された。柔道を専門としない体育教員が受身を指導する際の効果的な教材とし
て有効であることも示唆された。

研究成果の概要（英文）：　The "Hatten Kun" is very practical to instruct the motion of ukemi for the 
forward roll. This is because the uniform has lines to guide how to roll smoothly for ukemi and the 
pressure distribution pattern during ukemi by subjects is tended to more closely resemble the pattern 
performed by Judo experts. Moreover, some reports show that immediate effects instruction using "Hatten 
Kun" is better than the regular Judo uniform, in terms of understanding how to do ukemi for the forward 
roll easily and quickly.

　Therefore, it is verified that "Hatten Kun" is a effective tool of instructing ukemi for the forward 
roll for not only Judo instructors, but also physical education teachers.

研究分野：柔道論
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１． 研究開始当初の背景 
文部科学省は平成 20 年 3 月に学習指導要
領の改訂を行い、平成 24 年 4 月 1 日から中
学校保健体育実技において武道必修の全面
実施を決定した。柔道の初心者指導では受身
が重視され、その技術を習得して初めて投技
の指導が行われる。受身の中でも特に前回り
受身は高度な動きが要求され、指導に時間が
かかるとされている。 
国内外において、柔道受身指導に適した補
助教材は見られない。研究者はそのための補
助教材として、前回り受身補助機能付き上衣
「初転君（はってんくん）」を開発した。武
道を専門としない体育教員が柔道の前回り
受身を指導する際の一助になればとの思い
から考案したものである。 
開発した「初転君」の有効性を科学的に検
証し、その効能が幅広く認知させ、懸念され
る受傷事故の再発防止に寄与したいと考え
た。困難な技能であると言われている前回り
受身の指導を、誰もが安全で楽しく教えるこ
とができる教材づくりが求められているこ
とから本研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
中学校武道必修化に向けた柔道実技の前
回り受身補助機能付き柔道上衣として、「初
転君」を考案し特許を取得した（2007年）。
その効能を科学的に分析、身体各部位におけ
る衝撃度の測定、回転接地順序、回転方向等
を映像解析し、エビデンスを明示することに
よって、有効性を広く認知させ、柔道授業に
おける受傷事故防止、安全な授業づくりに寄
与することを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1)平成24年度の研究方法 
第１実験『初転君を使用した前回り受身が身
体に与える影響』 
 被験者は、柔道経験のない健常な青年男子
２０名とする。被験者にはあらかじめ、実験
の内容を詳細に説明した上で、参加の同意を
紙面にて取った。 
 被験者には、①初転君を着用した条件での
前回り受身、②普通の柔道衣を着用した条件
での前回り受身を、それぞれ左右５試行ずつ
行った。２つの条件の試行順は、被験者ごと
ランダムに行うこととし、各条件間は日程を
変え、前の条件の影響を受けないよう配慮し
た。前回り受身の動作の違いを評価するため
に、全ての動作は、２台のハイスピードカメ
ラ（FX-K1,nac社製）を用いて同時に撮影し
た。その際の撮影はいずれも1000コマ/秒と
し、前回り受身の動作の特徴を各計測点、関
節の動き、動作のタイミング等の指標から明
らかにした。 
 前回り受身の際の身体への衝撃力を計測
するために、圧力マットセンサ X3メディカ
ルシステム（アビリティーズ・ケアネット社
製）を柔道場に敷き、その上で受身を行うこ

とで、受身の際の圧力を計測した。このマッ
トセンサは医療・福祉の現場で人がマット上
にいる際の圧力を即座に計測し、ディスプレ
イにフィードバックすることができるよう
開発されていることから、信頼性が高く、身
体への影響が全くなく安心な環境を設定す
ることができた。このマットセンサを用いる
ことで、柔道衣を着たまま、いつも通りの動
きを行うことで地面に出現する圧力が計測
される。これは反作用として身体にかかって
いるものと考えられる。 
（2）平成25年度の研究方法 
第2実験『初転君を使用した稽古が前回り受
身の上達過程に及ぶす影響』 
被験者は柔道経験のない健常な成年男子
20名とした。被験者にはあらかじめ、実験内
容を詳細に説明した上で、参加の同意を紙面
にて取った。20名の被験者は、前回り受身の
能力に差が出ないよう、2つのグループに区
分し、1つのグループは、初転君を着用して
前回り受身の稽古を縦断的に行う初転君群、
もう1つのグループは普通の柔道衣を着用し
て前回り受身の稽古を縦断的に行うコント
ロール群に区分した。 
 前回り受身の稽古は、1日左右10回ずつ、
週４回、５週間に渡って20回行った。いずれ
の稽古時にも、柔道の指導者が立ち会い、初
日にケガ防止のための十分な注意をする以
外は、技術的な指導は行わなかった。 
ビデオカメラで30コマ/秒にて撮影し、そ
の映像から動作の上達過程を評価した。また
稽古開始、5日目、10日目、15日目、20日目
には前述のデジタルビデオカメラでの撮影
に加えて、ハイスピードカメラの撮影による
動作分析、及び圧力センサを用いた衝撃力の
測定も行った。それらのデータから総合的に、
前回り受身の上達度を縦断的に評価した。 
(3)平成26年度の研究方法 
前年度の研究結果を踏まえて、平成26年度
においては、対象者を広げて、中学生を対象
として実験を行い、学校体育への導入の留意
点を明らかにする研究を進め、柔道指導にお
ける受傷事故防止に貢献するエビデンスを
明らかにした。 
(4)平成27年度の研究方法 
3年間の研究成果を総括、論文を執筆しスポ
ーツパフォーマンス研究に投稿、受理された。 
 
４．研究成果 
柔道の前回り受身の補助機能付上衣「初転
君」を用いた指導は、前回り受身の際の圧力
分布パターンが、熟練型パターンに近づき滑
らかな回転動作を習得することができた。さ
らに内省報告による理解のしやすさからも
従来の柔道衣による指導よりも即時的効果
が高まることが明らかとなった。 
このことから、「初転君」は指導用教材と
して有効であることが検証された。柔道を専
門としない体育教員が受身を指導する際の
効果的な教材として有効であることも示唆



された。 
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